
 

 

 

 

資金運用を通じてＳＤＧｓに貢献 

国際協力機構（ＪＩＣＡ）が発行する 

社会貢献債（ソーシャルボンド）に投資しています 

 

 富田林市では、基金を安全かつ効率的に運用するとともに、資金運用を通じた

社会貢献への取組として、独立行政法人国際協力機構（以下「ＪＩＣＡ」という。）

が発行するソーシャルボンドへの投資を行っています。 

 

１．投資した債券の概要 

（１回目） 

・銘 柄 第５５回 国際協力機構債券（期間１０年） 

・格付け Ｒ＆Ｉ：ＡＡ＋、Ｓ＆Ｐ：Ａ＋ 

・発行日 令和２年９月２８日 

 ・投資額 １億円 

 ・利 率 ０．１５０％ 

（２回目） 

・銘 柄 第５７回 国際協力機構債券（期間１０年） 

・格付け Ｒ＆Ｉ：ＡＡ＋、Ｓ＆Ｐ：Ａ＋ 

・発行日 令和２年１２月２５日 

 ・投資額 １億円 

 ・利 率 ０．１３０％ 

 

２．ＪＩＣＡ及びＪＩＣＡ債について 

 ＪＩＣＡは、開発途上地域における技術協力、資金協力及び大規模災害に対す

る緊急援助等を行い、開発途上地域の経済及び社会の開発並びに復興又は経済の

安定に寄与することを目的とする団体です。ＪＩＣＡ債で調達された資金は全額

がＪＩＣＡの実施する有償資金協力事業に充てられ、開発途上国の社会課題を解

決するための融資に活用されます。主な融資対象は大規模インフラ整備事業や貧



困削減、人材育成を目的としたプロジェクト等です。特に、令和２年１２月の第

５７回発行分については「新型コロナ対応ソーシャルボンド」として、新型コロ

ナウィルスを含む感染症対策支援及び新型コロナウィルスによる経済影響緩和支

援のために活用されます。なお、有償資金協力事業の案件については外部の評価

者による事後評価が行われ、評価結果はＪＩＣＡのウェブサイト上で公開されて

います。 

また、ＪＩＣＡ債の発行は平成２８年１２月に策定された日本政府の「持続可

能な関発目標（ＳＤＧｓ）実施指針」の具体的な施策の１つになっています。本

市ではこの投資により、本市が策定した「富田林版ＳＤＧｓ取組方針」に基づく

「全国・全世界的なＳＤＧｓの実現」に向けた取組を、ＪＩＣＡへの資金協力を

通して間接的に実践できるものと考えています。 

 

３．本市とＪＩＣＡのつながり 

 富田林市では、ＳＤＧｓに関する事例研究や、様々なステークホルダーとの連

携・協働につなげるため、令和元年６月から、ＪＩＣＡ関西が事務局の「関西Ｓ

ＤＧｓプラットフォーム」に加入するとともに、市が独自に開催するＳＤＧ s普

及啓発事業において、後援名義による支援を受けています。 

 

４．本市におけるＳＤＧｓの取組 

 本市では、ＳＤＧｓの要素を市政に取り入れ、最大限に活用することで、地域

課題の解決につなげるとともに、本市独自の取組方針を庁内外に発信・共有し、

市民や団体、民間企業等、多様なステークホルダーとの連携につなげるため、令

和元年７月に「富田林版ＳＤＧｓ取組方針」を策定しました。この方針では「Ｓ

ＤＧｓの理念の理解促進」「市政におけるＳＤＧｓ要素の反映」「ＳＤＧｓを介

した様々な連携の創出」を基本的方向としています。 

 また、この取組方針をさらに具体的・実行的に進めるため、本年７月、内閣府

の「２０２０年度ＳＤＧ s未来都市及び自治体ＳＤＧ sモデル事業」の選定を受

け、「富田林市ＳＤＧ s未来都市計画」を策定するとともに、市の各分野におけ

る個別計画においても、ＳＤＧ sゴールの紐づけを進めており、全市的にＳＤＧ

sの実現に取り組むものとしています。 

 


